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おもな内容

年
頭
の
あ
い
さ
つ
…
…
ω
～
㈲

農
業
委
員
き
ま
る
…
…
…
…
⑫

県
営
ほ
場
整
備
事
業

　
　
　
　
始
ま
る
…
：
G

歳
末
助
け
合
い
結
果
…
：
…
③

消
防
点
検
と
功
労
者

　
　
　
　
　
の
表
彰
…
縫

成
人
式
に
ご
出
席

　
　
　
　
く
だ
さ
い
…
縫

年
金
コ
ー
ナ
ー
…
…
：
－
：
・
：
侮

児
童
手
当
に
つ
い
て
。
．
：
…
：
㈹

話
題
の
広
場
…
…
…
…
…
…
Gり

水
道
管
に
も
防
寒
装
置
を
…
6

税
だ
よ
り
…
…
…
：
－
…
…
・
伯

1974年は初日の出とともに明けました

　今日からまた江南村は限りない前進の

　　ために力強くたくましく活動すること

　　　でしょう

　　　　そしてこの緑も永遠に栄えますよう

　　　　に
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広報こうなん（2昭和49年1月1日

事
業
を
調
整
し

　
　
　
住
み
よ
い
村
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
長
　
茂
木
秋
広

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健
康
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
村
政

に
対
し
格
別
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

おめでとう

　
年
頭
に
当
り
、
村
政
の
現
況
報
告
と

本
年
の
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

四
十
八
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
石
油

不
足
か
ら
く
る
諸
物
価
、
諸
経
費
の
高
卜

騰
に
よ
り
各
事
業
費
共
当
初
予
算
を
大

巾
に
超
過
し
、
財
政
が
非
常
に
苦
し
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

村
と
し
て
は
健
全
財
政
を
守
る
た
め
、

不
急
事
業
の
繰
延
、
諸
経
費
の
節
約
を

図
り
重
要
度
の
高
い
事
業
か
ら
実
施
を

い
た
し
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
主
な
事
業
と
し
て

一
、
保
育
所
幼
稚
園
（
二
年
制
）
建
設

両
施
設
共
四
月
開
園
を
目
標
に
工
事
は

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
農
村
セ
ン
タ
ー
の
建
設

小
原
農
協
跡
地
一
月
着
工
…
七
月
完
成

一
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業

　
四
十
八
年
度
　
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
構
造
改
善
事
業

　
ハ
ウ
ス
集
団
、
機
械
化
集
団
事
業

一
、
道
路
舗
装

　
イ
小
原
農
協
前
二
千
m
（
農
免
道
路
）

　
ロ
三
本
（
神
社
）
上
押
切
（
兼
用
道
路
）

　
ハ
上
新
田
・
三
本
線

　
二
大
坂
・
天
神
山
線

　
そ
の
他
の
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

用
地
交
渉
中
で
あ
り
ま
す
。

　
工
業
開
発
・
有
料
道
路
に
つ
い
て

　
ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
、
河
野
プ
ラ
ン
ト

小
島
メ
タ
ル
等
が
工
業
地
域
内
に
設
置

が
決
定
し
、
本
年
度
内
に
操
業
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヂ
ー
ゼ
ル
機

器
江
南
工
場
も
事
業
拡
大
と
経
営
合
理

化
の
た
め
東
隣
接
地
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
買
収
い
た
し
発
送
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
埼
玉
県
道
路
公
社
に
よ
る
熊
谷

東
松
山
線
有
料
道
路
荒
川
大
橋
架
橋
工

事
は
昨
年
十
二
月
鹿
島
建
設
に
よ
っ
て

着
工
さ
れ
、
土
地
改
良
事
業
と
同
時
に

行
な
わ
れ
る
路
線
と
共
に
五
十
年
度
完

成
を
目
標
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
以
上
で
村
と
村
に
関
連
の
あ
る
事

業
の
近
況
報
告
を
終
り
、
・
四
十
九
事
業

年
度
の
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り
総
需
要
抑

制
の
た
め
、
強
力
な
る
財
政
金
融
措
置

が
予
想
さ
れ
村
財
政
も
更
に
苦
し
く
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
財
源
確
保

に
は
特
に
力
を
尽
し
継
続
事
業
の
土
地

改
良
事
業
、
都
市
計
画
事
業
、
農
村
セ

ン
タ
i
、
幼
稚
園
の
増
設
等
を
始
め
急

施
を
要
す
る
道
路
、
水
資
源
の
確
保
、

老
人
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
達
の
福
祉
面
に

つ
い
て
も
充
分
検
討
し
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
四
十
九
年
は
き
び
し
い
年
で
は
あ
り

ま
す
が
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と

暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
明
る
い
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住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

　
最
後
に
村
民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
発

展
を
祈
念
串
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
　
◎
◎
◎

　
　
き
ぼ
う
（
投
書
箱
）
を

　
　
　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
　
前
回
の
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
し
た
が
、
広
く
村
民
の
皆
様
か
ら
村
政

　
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
意
見
・
要
望
・

　
苦
情
な
ど
を
手
紙
を
通
じ
て
お
聞
か
せ

　
い
た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の
村
内
七
ヵ
所

　
に
設
置
い
た
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
気

　
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
○
御
正
新
田
　
中
島
商
店

　
　
　
○
御
正
農
協

　
　
　
〇
三
本
正
月
商
店
東

　
　
　
○
飯
島
歯
科
医
院

　
　
　
○
小
原
農
協

　
　
　
○
成
沢
坂
上
　
鏑
木
商
店

　
　
　
○
野
原
　
詰
所
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麗
霞
翁
、
餌
萎

輔耀
警

農
業
委
員
会

　
　
　
委
員
き
ま
る

　
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

の
改
選
が
十
二
月
十
二
日
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の

数
が
定
数
を
こ
え
な
か
っ
た
の
で
、
無

投
票
で
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
で
昭
和
四
十
九
年
一
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
士
一
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
当
選
し
た
委
員
は
つ

ぎ
の
か
た
が
た
で
す
。
　
（
届
出
順
）

　
成
　
　
沢

　
三
　
　
本

　
樋
春
北

　
樋
春
南

　
下
押
切

　
上
新
田

　
小
江
川

　
上
押
切

　
須
賀
広

　
　
塩

　
御
正
新
田

　
　
柴

　
板
　
　
井

　
千
　
　
代

　
野
　
　
原

員
が
お
り
、

組
合
、

　
こ
の
ほ
か
、

広
　
沢

大
久
保

杉上佐島舟千福笠鹿福大高小

田杉藤田橋野田原庭田島田島

勘茂一嘉近恒秀政充秀房忠芳
　三　　　　　　　　 太三
一郎良明義信文治永治郎郎房
新現現新現現現現現現現現現

定
　
吉
現

徳
太
郎
現

芳
　
房
現

忠
三
郎
現

房
太
郎
現

村
長
の
選
任
に
よ
る
委

　
　
　
　
　
こ
の
委
員
に
は
農
業
協
同

　
　
　
農
業
共
済
組
合
ご
と
に
推
せ
ん

し
た
理
事
各
一
人
と
村
の
議
会
で
推
せ

ん
す
る
学
識
経
験
者
五
人
合
計
二
十
三

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

）
）

）
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てしまナ盈あ

い
ぷ

さご

駄
　．凱

　
皆
様
明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
春
に
あ
り
」
　
コ
生
の

計
は
少
壮
の
時
に
あ
り
」
と
申
さ
れ
ま

す
。
本
年
も
大
き
な
希
望
に
満
ち
、
ご

家
族
お
揃
い
に
て
輝
か
し
い
お
歳
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
福
祉

元
年
と
申
さ
れ
「
経
済
社
会
基
本
計
画
」

き
び
し
い
年
に
当
り

　
　
地
道
な
村
政
の
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
　
杉
田
弥
平

が
打
出
さ
れ
「
豊
か
な
環
境
の
創
造
」

と
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
安
定
し
た
生
活

の
確
保
、
福
祉
優
先
を
掲
げ
国
民
生
活

安
定
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ご
存

知
の
石
油
危
機
問
題
に
端
を
発
し
、
逆

に
住
民
生
活
に
不
安
を
与
え
経
済
に
対

す
る
人
間
の
弱
点
を
暴
露
し
、
こ
れ
等

政
策
も
空
念
仏
に
終
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
せ
る
に
到
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
過
去
数
ヵ
年
続
い
た
経
済
高
度

成
長
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
、
ま
さ
に

激
動
の
昭
和
四
十
八
年
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
下
、
町

村
自
治
体
の
財
源
に
本
年
は
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
特
に
最
近
の
各

種
国
庫
助
成
事
業
は
町
村
の
超
過
負
担

が
年
々
増
加
し
自
治
体
運
営
上
大
き
な

支
障
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
然
し
乍
ら
、
い
か
に
抑
制
経
済
の
中

に
あ
り
ま
し
て
も
、
少
し
で
も
多
く
の

財
源
を
確
保
し
、
よ
り
以
上
の
地
域
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
計
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
き
将
来
の
江
南
町

づ
く
り
に
都
市
計
画
案
を
踏
え
、
更
に

一
歩
前
進
い
た
す
年
で
あ
り
、
農
振
問

題
に
い
た
し
ま
し
て
も
近
代
農
村
と
し

て
大
き
く
機
能
を
発
揮
出
来
る
よ
う
土

地
基
盤
の
整
備
な
ど
逐
年
進
め
て
ま
い

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
嬰
・
幼
児

の
保
育
や
幼
児
教
育
の
充
実
を
目
指
し

現
在
園
舎
の
建
築
が
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
一
般
の
文
教
政
策

老
人
・
身
障
者
等
に
対
す
る
福
祉
対
策

さ
ら
に
は
道
路
網
の
整
備
な
ど
き
め
こ

ま
か
な
予
算
配
分
に
努
力
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
本
年
こ
そ

財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
と
め
、
村
民
各

位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
戴
き
、
鋭
気

を
起
し
新
生
面
展
開
の
た
め
一
丸
と
な

り
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
い
た
す
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。県

営
ほ
場

　
　
　
整
備
事
業
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
る

　
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
御
正
地
区

水
田
地
帯
の
関
係
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
本
年
は
第
二

年
目
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

実
施
面
積
の
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
県
農

業
振
興
公
社
の
請
負
に
よ
り
、
現
在
整

地
作
業
が
始
ま
っ
て
居
り
ま
す
。

　
面
積
が
多
い
た
め
幾
分
工
事
が
遅
れ

ぎ
み
で
す
が
、
期
間
迄
に
は
、
完
成
す

べ
く
促
進
し
て
居
る
現
状
で
す
。

　
完
成
い
た
し
ま
す
と
、
従
来
の
ほ
場

が
一
変
し
、
農
道
の
新
設
、
用
排
水
路

等
が
整
然
と
な
り
、
耕
地
は
大
区
画
さ

れ
、
ト
ラ
ク
タ
i
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の

高
性
能
な
機
械
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

農
業
経
営
も
容
易
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
農
産
物
の
生
産
性
向
上
に

よ
り
、
住
み
よ
い
江
南
村
農
業
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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齢論憂

　
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
み
な
さ
ん
の
善
意
と
御
理
解
に
よ

り
ま
し
て
、
多
額
の
寄
附
金
が
よ
せ
ら

れ
、
恵
ま
れ
な
い
家
庭
へ
の
福
音
と
な

っ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

の
み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
仏
教
会

皆
さ
ま
が
た
の
托
鉢
に
よ
る
浄
財
も
ご

寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
あ
わ

せ
て
お
知
ら
せ
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
四
十
八
年
度

　
　
　
　
　
歳
末
助
け
合
い
結
果

　
成
沢
　
二
三
、
六
〇
〇
円

　
三
　
　
本
　
　
　
一
二
、
九
〇
〇
円

　
上
新
田
　
　
五
、
七
〇
〇
円

　
上
押
切
　
　

七
、
九
〇
〇
円

　
下
押
切
　
　

五
、
七
〇
〇
円

　
樋
春
北
　
　

八
、
五
四
〇
円

　
樋
春
南
　
　

四
、
八
○
○
円

　
御
正
新
田
　
　
　
二
四
、
五
〇
〇
円

　
須
賀
広
　
　

七
、
二
〇
〇
円

　
野
原
　
一
〇
、
四
〇
〇
円

合村療試千板小
專養験柴塩江
計院所場代　井　川
　托
　鉢
一分
七一　　　　一　一
六八　一六一一四九

二
〇
〇
円

八
O
O
円

七
〇
〇
円

八
O
O
円

九
〇
〇
円

八
五
〇
円

八
O
O
円

O
O
O
円

二
九
〇
円
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火

消
防
点
検
と
功
労
者
の
表
彰

　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
さ
る
十
一

月
二
十
五
日
、
村
の
消
防
点
検
が
団
員

四
十
三
名
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
三
台

が
出
場
し
、
中
学
校
校
庭
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
、
来
賓
多
数
出
席
さ

れ
た
な
か
で
閲
兵
・
分
列
・
服
装
・
機

械
器
具
の
点
検
・
小
隊
教
練
・
ポ
ン
プ

　
　
　
　
　
叢
覇

　
　
　
　
　
澱

　　　　　轟

　　　　蕪

鑛　　講

操
法
・
放
水
試
験
を
行
な
い
み
な
さ
ん

の
期
待
に
こ
た
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熊
谷
支
部
特
別
連
合
点
検
が

十
二
月
一
日
午
前
八
時
よ
り
荒
川
運
動

公
園
で
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大
里
村
、

江
南
村
の
各
消
防
職
員
、
団
員
が
出
場

し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
終
了
後
、
埼
玉
県
消
防
協
会
、

同
熊
谷
支
部
、
な
ら
び
に
村
か
ら
次
の

か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰
（
敬
称
略
）

▽
三
等
功
労
章
　
若
林
次
男

▽
消
防
技
能
章
　
福
田
　
稔

▽
消
防
功
労
者
　
新
井
茂
治
　
吉
野
金

　
　
　
　
　
　
　
一
郎

▽
火
災
予
防
成
績
優
良
家
庭
　
湯
本
卯

　
平
　
福
田
勝
治
　
田
中
元
次

　
埼
玉
県
消
防
協
会
熊
谷
支
部
表
彰

▽
特
別
功
労
章
　
宇
治
川
栄
一

▽
一
等
功
労
章
　
高
橋
友
規

▽
二
等
功
労
章
　
福
田
征
芳

▽
三
等
功
労
章
　
野
本
守
男

　
　
　
　
　
　
茂
木
弘
行

　
　
　
　
　
　
鎌
塚
喜
徳

坂
田
勇

高
橋
正

江
南
村
表
彰

▽
優
良
団
員

　
小
沢
信
夫
　
大
島
栄
　
若
林
時
雄

広
沢
晴
美
　
田
中
勝
治
　
松
本
和
文

　　　成人式にご出席ください
　1月15日は成人の日「おとなになったことを自覚し自ら生
きぬこうとする青年を祝い励ます」日です。この意義ある日に
成人となられる方々の前途を祝福するため、村ではっぎのとお
り計画しております。みなさんも一生の思い出となるようご出
席下さい。

と　き　1月15日　　午前9時30分
ところ　中学校体育館
行　事　式典とフォークダンス
　　　なお、全員で楽しめるよう軽装でご参加下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一鍵一

麟

　
毎
日
異
常
乾
燥
注
意
報
が
で
て
い
ま

す
。　
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と
大
き

な
被
害
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

火
事
は
恐
ろ

し
い
も
の
と

知
っ
て
は
い

て
も
、
ま
さ

て
い
ま
せ
ん
。

火
災
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
家
が
火
事
に
な
り
、
家
中
が

火
の
海
と
な
っ
て
家
族
が
逃
げ
場
を
失

　な

　れ

あた

火
に
ら
た
な
注
意

か
我
家
が
火
事
に
な
る
と
は
誰
も
思
っ

　
　
　
　
　
　
こ
の
自
信
に
な
ら
な
い

自
信
が
油
断
と
な
り
、
習
慣
と
な
っ
て

日
常
の
火
気
取
扱
い
が
不
注
意
に
な
り

い
救
い
を
求
め
る
姿
や
状
況
を
想
像
し

そ
の
よ
う
な
時
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
人
が
何
人
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
の
住
宅
に
は
、
い
た
る
所
に
新

建
材
が
使
わ
れ
、
又
、
身
の
ま
わ
り
に

は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
石
油
な
ど
た
く
さ

ん
の
危
険
物
類
が
あ
り
、
火
災
に
な
る

と
火
の
ま
わ
り
も
一
層
速
く
な
り
、
毒

性
の
「
ガ
ス
」
や
「
煙
」
も
多
量
に
発

生
し
、
尊
い
人
命
さ
え
も
う
ば
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

寝
る
ま
え
に
、
も
う
一
度
確
か
め
て
み

ま
し
ょ
う
火
の
始
末
。

　
た
ば
こ
の
な
げ
す
て
、
子
供
の
火
遊

び
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

）
す

）
）
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（
（

月
か
ら
年
金
額
が
大
幅
ア
ッ
プ

　
　
　
改
善
さ
れ
た
国
民
年
金

　
こ
の
ほ
ど
、
国
民
年
金
法
が
改
正
さ

れ
、
老
齢
年
金
を
は
じ
め
障
害
年
金
・

母
子
年
金
等
の
年
金
額
が
昭
和
四
十
九

年
一
月
か
ら
今
ま
で
よ
り
約
二
・
五
倍

と
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の
老
齢
年
金
は
、
現
行
の
九
万

六
千
円
（
月
額
八
千
円
）
か
ら
二
十
四

万
円
（
月
額
二
万
円
）
に
、
ま
た
十
年

年
金
に
加
入
し
て
現
在
老
齢
年
金
を
受

け
て
い
る
人
は
、
六
万
円
（
月
額
五
千

円
）
か
ら
十
五
万
円
（
月
額
一
万
二
千

五
百
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
法
改
正
で
「
夫
婦
五
万
円
年

金
」
が
実
現
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
附
加
年
金
（
現
行
の
所

得
の
あ
る
人
だ
け
が
加
入
で
き
た
「
所

得
比
例
制
度
」
に
か
わ
っ
て
名
ま
え
も

「
附
加
年
金
」
と
し
、
世
帯
全
体
と
し

て
所
得
が
あ
れ
ば
、
所
得
の
な
い
妻
も

加
入
で
き
る
年
金
。
）
に
加
入
す
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

夫
婦
で
二
十
五
年
間
加
入
し
た
場
合
、

定
額
分
と
し
て
は
四
万
円
（
八
百
円
×

二
十
五
年
×
二
人
）
で
す
が
、
附
加
年

金
分
と
し
て
一
万
円
（
二
百
円
×
二
十

五
年
×
二
人
）
が
加
算
さ
れ
て
「
五
万

円
年
金
」
と
な
り
ま
す
。

　
障
　
害
　
年
　
金
　
は

　
二
級
障
害
者
は
現
行
月
額
八
千
八
百

円
が
二
万
円
に
、
ま
た
一
級
障
害
者
は

現
行
月
額
一
万
一
千
円
が
二
万
五
千
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
険
料
は

　
　
　
　
一
ヵ
月
九
百
円
に

　
と
こ
ろ
で
年
金
額
の
大
幅
な
引
上
げ

に
ょ
り
、
国
庫
負
担
の
増
額
や
保
険
料

の
引
上
げ
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
面
保
険
料
に
つ
い
て
は

昭
和
四
十
九
年
一
月
分
か
ら
一
ヵ
月
九

百
円
と
し
、
以
後
段
階
的
に
引
上
げ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
◎
改
正
前
と
改
正
後
の
年
金
額
の
比

　
　
較
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

事　　　　　項 現　　行 改正後
老齢年金
標準25年納付 96，000円 240，000円
10年年金 60，000円 150，000円
5年年金 30，000円 96，000円
附加年金 54，000円 60，000円
⑫5年納付の場合）

障害年金…　　　・1級 132，000円 300，000円
2級 105，600円 240，000円

母子・準母子・遺児年金 100，800円 240，000円
死亡一時金
3年以上～10年未満
10年以上～15年未満

10，000円
14，000円

｝17，000円

◎
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
住
民
課
年

　
金
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
咳

67

歳
か
ら
69
歳

　
　
　
　
の
老
人
に

　
　
　
　
　
　
年
金
支
給

　
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
現
在
六
十
七
歳
か
ら
六
十
九
歳

ま
で
の
人
に
、
こ
の
一
月
分
か
ら
老
齢

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
法
が
で
き
た
当
時
五
十
五

歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
に
希
望
で

加
入
が
で
き
、
す
で
に
昭
和
四
十
六
年

か
ら
老
齢
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
五
十
六
歳
以
上
（
明
治

三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

（

（

人
）
の
人
は
、
年
齢
的
に
か
け
金
す
る

期
間
が
な
い
と
の
理
由
で
加
入
が
出
来

な
か
っ
た
た
め
、
現
在
六
十
七
歳
、
，
六

十
八
歳
、
六
十
九
歳
の
人
は
、
ど
こ
か

ら
も
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

老
齢
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
七
十
歳

ま
で
に
は
、
六
十
七
歳
の
人
の
場
合
あ

と
三
年
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で

に
こ
の
人
た
ち
ょ
り
遅
く
生
ま
れ
た
人

が
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き
、
老
齢
年

金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
六
十
七
歳
か
ら
六
十
九
歳

ま
で
の
人
は
、
い
わ
ゆ
る
「
年
金
の
谷

間
」
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
今
回
特
別
措
置
が
と
ら
れ
て
、
こ
れ

ら
の
人
た
略
に
老
齢
福
祉
年
金
が
支
給

さ
れ
る
七
十
歳
ま
で
の
間
、
月
額
四
千

円
の
老
齢
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

請
求
手
続
、
あ
る
い
は
、
所
得
や
公
的

年
金
支
給
に
よ
る
支
給
停
止
な
ど
は
老

齢
福
祉
年
金
と
同
じ
で
す
。

務
　
、

　
　
毎
’

●
　
0

懸
溝
ミ
9
．

　
農
夫
と
ヒ
バ
リ

　
ヒ
バ
リ
の
ひ
な
が
す
っ
か
り
育
っ
た

頃
、
畑
の
持
主
が
や
っ
て
き
た
。

「
お
お
、
よ
く
実
っ
た
だ
。
明
日
は
み

ん
な
に
頼
ん
で
か
っ
て
し
ま
お
う
」
と

い
う
の
を
聞
い
て
、
心
配
す
る
ひ
な
鳥

に
、
親
ヒ
バ
リ
は
、

「
大
丈
夫
、
他
人
を
あ
て
に
し
て
い
る

う
ち
は
、
本
当
に
か
り
ゃ
し
な
い
よ
」

と
な
だ
め
た
。

　
ま
た
、
幾
日
か
た
っ
て
、
持
主
が
や

っ
て
き
た
。

「
や
、
こ
れ
は
実
が
い
り
す
ぎ
た
。
明

日
は
自
分
で
か
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
い
う

の
を
聞
い
た
親
ヒ
バ
リ
は
、

「
サ
ァ
、
今
度
は
、
本
当
で
す
よ
」
と
サ

ッ
サ
と
引
越
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ソ
ッ
プ
物
語
）

　
「
誰
か
に
頼
ん
で
」
　
「
誰
か
が
や
っ
て

　
く
れ
る
だ
ろ
う
」
な
ど
云
っ
て
い
る
う

　
ち
は
だ
め
で
す
。
良
い
政
治
は
、
み
ん

　
な
が
自
分
で
考
え
、
自
分
が
一
票
を
投

　
ず
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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こどもの

　　しあわせの

　　　　ために

中
学
三
年
生
ま
で
拡
大

　
　
　
　
　
一
月
か
ら
請
求
の
受
付
を
開
始

　
児
童
の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
生
活

の
安
定
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
四
十
七

年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
児
童
手
当

」
の
支
給
が
、
四
十
九
年
の
四
月
か
ら

は
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
全
部
を
対

象
に
完
全
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
手
当
は
、
子
ど
も
の
多
い
家
庭

を
対
象
に
、
子
ど
も
の
健
全
な
養
育
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
支
給
す
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
は
十
歳
未
満
の
児
童
が

対
象
で
し
た
が
、
四
十
九
年
の
四
月
一

日
か
ら
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
い
て
、
か
つ
、
そ
の

な
か
に
「
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
」

が
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
養
育
者
本
人
の
所
得
が
一

定
額
（
四
十
九
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で

は
、
扶
養
親
族
等
五
人
の
場
合
、
昭
和

）

）

四
十
七
年
の
収
入
二
百
六
十
八
万
円
）

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
　
な
お
、
四
十
九
年
三
月
ま
で
は
、
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し

う
ち
一
人
が
十
歳
未
満
（
昭
和
三
十
八

年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
）

で
、
養
育
者
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額

（
前
記
と
同
じ
）
に
満
た
な
け
れ
ば
支

給
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
認
定
請
求
を

し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
は
役
場

　
　
　
　
　
　
住
民
課
で

　
児
童
手
当
の
額
は
、
支
給
対
象
と
な

る
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
三
千
円
で
、

毎
年
二
・
六
・
十
月
の
三
回
、
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
の
分
が
市
町
村
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。

　
新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
、

児
童
の
養
育
者
が
住
所
地
の
市
町
村
に

「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
、
受
給
資

格
の
有
無
に
つ
い
て
市
町
村
長
の
認
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
で
、
新
た
に
支
給
対
象
児

童
が
ふ
え
る
場
合
は
、
市
町
村
に
「
額

改
定
請
求
書
」
を
提
出
し
、
市
町
村
長

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
認
定
お
よ
び
額
改
定
請
求
の
受
付
事

務
は
、
市
町
村
役
場
で
毎
日
行
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

灘
鍔
纏
　
エ
議
d
羅

嘱
．
鯵
鱗
籍
鋸
…
　
圭
－
三
＋
百
現
在
－

す
．
　
　
　
　
　
感
も
っ
て
、
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ

　
な
お
、
こ
の
児
童
手
当
は
各
種
の
福
“
…
．
”
．
（
お
り
ま
す
。

祉
隻
「
児
童
扶
養
手
当
」
や
「
潔
こ
の
調
太
且
は
・
国
の
指
定
統
蓼

別
児
童
扶
養
手
当
」
を
受
け
て
い
る
方

で
も
、
児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当

す
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方
で
、
住
所
を
変
更
す
る
等
支
給

要
件
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず

市
町
村
の
児
童
手
当
担
当
課
に
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
町
村
役
場
ま
た
は

県
婦
人
児
童
課
（
電
話
〇
四
八
八
⑳
一

八
七
一
）
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
（
生
活
福
祉
部
婦
人
児
童
課
）

）
）

　●
●∠

嚥

…
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て
の
事
業
所
を

∵
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
調
査
の
対
象
に
な
る
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
す
で
に
調
査
票
等
が
配
布

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
調
査
に
あ
た
っ

て
は
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
内
容
等
に
つ
い
て
疑
問
の
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
企
画
課
統
計
係

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
　
勤
労
青
少
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ど
い

日
時
　
昭
和
四
九
年
一
月
一
二
日
（
土
）

　
　
　
午
後
O
時
三
〇
分
か
ら

場
所
　
熊
谷
市
民
ホ
；
ル
、
大
ホ
ー
ル

催
物
　
警
察
音
楽
隊
演
奏
、
演
芸
大
会

　
　
　
そ
の
他

主
催
　
熊
谷
地
方
職
警
連
協
議
会

　
　
　
熊
谷
警
察
署

　
　
　
入
場
は
無
料
で
す
。
多
数
ご
来

　
　
　
場
く
だ
さ
い
。
但
し
、
駐
車
場

　
　
　
が
狭
い
た
め
、
車
は
ご
遠
慮
願

　
　
　
い
ま
す
。



（
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”
つ
勝
酌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
　
㌘
）

の騰
．

　
〉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式
が
十
月

六
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　▼七つの祝
　11月15日、中学体育館で行なわれました。
みんな元気なよい子たち。

　　＜なにが入っているのかなあ＞

毒、羅

轟
．
蝶

写
鼠
　
、

嚢
‘懸

　置難
紺難購’

▲ママさんバレーボール
　　　　県体で準優勝

　さる10月28日大宮市の会場で県
民体育大会が行なわれました。

165チームが参加し、本村から
もママさんチームが初参加し準優
勝にかがやきました。

難
・難
糊響

、
　
　
㌧
4
・

　
園

、

、

菟
．

〈
保
育
所
・
幼
稚
園
の
地
鎮
祭

　
十
一
月
十
六
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
の
開
園
が
ま
た
れ
ま
す
。

駿灘．、

蘇選難・
’
＾
輝

灘
、

轄轟
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毎
年
、
今
頃
か
ら
二
月
下
旬
ま
で
水

道
管
の
破
裂
事
故
が
多
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
早
め
に
「
わ
が
家
の
水
道
管
」
に
防

寒
装
置
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。
管
の
裸

の
部
分
及
び
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」
部
分
に
は

厚
い
布
等
を
ま
き
付
け
、
凍
ら
な
い
よ

う
充
分
に
装
置
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

凍
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
、
管
が
破
裂
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
下
さ
い
。

　
管
が
破
裂
し
た
場
合
に
は
、
チ
ュ
ー

ブ
等
を
利
用
し
て
巻
付
け
、
針
金
等
で

固
く
し
ば
る
か
、
各
家
庭
に
取
付
け
て

あ
り
ま
す
止
水
栓
を
し
め
て
か
ら
村
の

指
定
工
事
店
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
．

　
○
村
の
給
水
指
定
工
事
店
は

　
　
　
　
　
’
左
の
と
お
り
で
す
。

加
藤
ポ
ン
プ
店
　
便
三
六
1
0
三
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
三
四
一
五

小
林
商
店
毬
三
六
1
一
二
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
三
一
一
八
五

笠
原
設
備
智
三
六
－
二
〇
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
二
七
四
七

江
南
設
備
費
三
六
1
一
〇
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
，
有
線
　
二
三
〇
九

　
給
水
工
事
は
村
の
指
定
店
で

　
水
道
の
新
設
増
設
・
改
造
な
ど
の
工

水
道
管
に
も

　
　
　
　
　
防
寒
装
置
を

事
を
行
な
う
場
合
に
は
必
ず
、
水
道
課

へ
工
事
の
申
請
書
を
提
出
し
て
か
ら
村

の
指
定
店
へ
工
事
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。

　
も
し
村
の
指
定
工
事
店
以
外
の
工
事

店
で
工
事
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
発

見
次
第
給
水
を
停
止
い
た
し
ま
す
か
ら

ご
注
意
下
さ
い
。

“
税
だ
よ
り
ー

　
確
定
申
告
で
還
付
を

　
ぼ
と
ん
ど
め
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の

か
た
は
、
年
末
調
整
で
所
得
税
の
精
算

は
終
わ
り
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

確
定
申
告
（
期
間
”
4
9
年
2
月
16
日
か

ら
3
月
1
5
日
）
で
控
除
を
受
け
、
納
め

過
ぎ
た
税
金
の
還
付
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
　
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
雑
損
控
除
、

　
が
受
け
ら
れ
る
人

◎
　
多
額
の
医
療
費
の
支
払
い
の
た
め

　
に
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人

◎
　
住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人

　
　
確
定
申
告
で
精
算
を

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調
整
が

行
な
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
で

税
金
の
精
算
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

　
　
　
　
　
）
，
）

な
り
ま
す
。

◎
　
一
ヵ
所
か
ら
の
給
与
の
収
入
金
額

　
が
五
〇
〇
万
円
を
こ
え
る
人

◎
　
災
害
を
受
け
た
た
め
徴
収
猶
予
や

　
還
付
を
受
け
た
人

◎
　
年
の
中
途
で
退
職
し
た
人
（
再
就

　
職
し
た
人
や
死
亡
退
職
し
た
入
な
ど

　
は
除
き
ま
す
）

※
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お

　
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
税
の
相
談
は
お
気
軽
に

　
土
地
を
売
っ
た
と
き
、
家
を
建
て
た

と
き
の
税
金
は
ど
う
な
る
か
。
贈
与
税

の
計
算
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
な
ど

税
金
の
問
題
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
知
り

た
い
か
た
は
、
次
の
よ
う
に
「
税
の
相

談
日
」
な
ど
が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
■
★
税
の
相
談
日

　
全
国
の
税
務
署
で
は
、
毎
月
5
・
1
5

・
25
日
（
こ
の
日
が
日
曜
日
や
祝
日
の

と
き
は
、
そ
の
翌
日
）
を
「
税
の
相
談

日
」
と
し
て
税
務
署
の
幹
部
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
．

　
な
お
相
談
日
に
ご
都
合
の
わ
る
い
か

た
は
、
そ
れ
以
外
の
日
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
の
相
談
は
自

分
の
住
所
や
名
前
を
言
わ
な
く
と
も
自

由
に
相
談
で
き
ま
す
。

た
ば
こ
は
村
内
で

　
　
買
い
ま
し
ょ
う

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
倒
ご
ざ
い
ま
す
”

　
昨
年
は
、
石
油
危
機
か
ら
、
い
ち
早

く
節
電
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
石
油
不
足

は
一
段
と
き
び
し
く
電
力
不
足
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
社
と
致
し
ま

し
て
も
懸
命
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
層
の
節
電
を
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
東
京
電
力
熊
谷
営
業
所
）

9㌻闘p
　　　ノ　し　、、
　　誰れもいない部屋の
　　電気はシ肖しましょう。

　　　　　　　　　　　　、、、1／

　　　　　　　　轟

ち
峯
と

　
　
あ
耳
に

　
　
〈
お
雑
煮
い
ろ
い
ろ
V

◎
み
そ
雑
煮
　
だ
い
こ
ん
、
さ
と
い
も

に
ん
じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ご
ぼ
う
、

や
き
ど
う
ふ
な
ど
に
、
ゆ
で
た
小
さ
な

丸
餅
を
入
れ
て
煮
る
。

　
み
そ
は
、
甘
み
そ
、
材
料
は
二
の
ほ

か
、
ほ
し
白
魚
、
鶏
肉
、
タ
ラ
、
ブ
リ

な
ど
。

◎
天
ぷ
ら
雑
煮
　
こ
れ
は
、
雑
煮
の
上

に
天
ぷ
ら
を
そ
え
た
も
の
。

◎
み
ぞ
れ
雑
煮
　
こ
ま
か
に
切
っ
た
鶏

肉
を
、
し
ょ
う
油
で
ま
ぶ
し
て
フ
ラ
イ

パ
ン
で
半
い
り
に
し
た
も
の
を
煮
て
、

焼
い
た
餅
を
入
れ
、
お
ろ
し
た
大
根
を

　
　
　
　
）
）

軽
く
し
ぼ
っ
て
こ
れ
に
加
え
、
す
ぐ
火

を
と
め
て
、
お
わ
ん
に
盛
っ
て
か
ら
青

の
り
を
ふ
り
か
け
ま
す
。

◎
か
す
汁
雑
煮
　
白
み
そ
と
い
っ
し
ょ

に
水
に
つ
け
て
柔
ら
か
く
し
た
酒
か
す

を
よ
く
ね
り
、
煮
だ
し
汁
で
の
ば
し
て

か
す
汁
よ
り
少
し
う
す
め
に
つ
く
り
、

に
ん
じ
ん
、
さ
と
い
も
、
し
い
た
け
、

ね
ぎ
な
ど
と
、
塩
づ
り
な
ど
の
魚
を
加

え
、
餅
を
焼
い
て
か
ら
入
れ
ま
す
。

　
　
厳
寒
時
の
健
康

　
毎
日
軽
い
体
操
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

ご
自
分
の
体
力
と
相
談
し
て
、
場
所
・

時
間
な
ど
を
研
究
し
、
で
き
れ
ば
日
光

に
あ
た
り
な
が
ら
戸
外
で
の
体
操
を
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
主
婦
の
方
は
、
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
で
す
。
朝
台
所
の
あ
と
片
づ
け

が
済
ん
だ
あ
と
と
か
、
こ
ど
も
や
ご
主

人
が
出
か
け
た
あ
と
、
首
を
ま
わ
し
た

り
、
腰
を
左
右
に
ね
じ
っ
た
り
、
立
っ

た
り
し
ゃ
が
ん
だ
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。




